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How to manage PE class aimed at improving a “Pupil-Oriented”learning
―Through practice to the 1st & 2nd grades elementary school―

Yuta Suzuki

Abstract

Phrases like “learning together” and “interacting” have become common at sites of learn-
ing. This is the result of a move from behaviorism—which emphasizes activity centered on
the teacher—to social constructivism—which centers on the learner who actively discovers
meaning and value. Moreover, the idea of “tanoshii taiiku” (fun PE) has garnered attention
in recent years. This refers to PE education organized in a way that proactively explores
what makes PE fun and advances physical learning as something to be enjoyed. As concerns
about students disliking PE and polarization with regard to exercise are being expressed
loudly, we must question once again the meaning and value of learning PE. The present
study is aimed at realizing a PE lesson plan that allows each and every student to have fun
while proactively “learning” and discovering the meaning and value of PE. We conducted a
study of 1st and 2nd graders in elementary school. The following features were incorporated
into our teaching to promote “learning”: “devices for students to repeatedly, persistently
try things,” “devices for inviting the students into the world of sports,” “devices for increas-
ing student motivation and tool safety,” and “the creation of a space for learning together.”
Through this practical study and its emphasis on interaction with others, it was suggested
that “relationships of listening to each other,” “the presence of a leader,” and “lesson planning
by the teacher” are necessary for achieving “learning” in the PE classroom. We believe
there will be a need for teaching materials in the future to include lesson planning that asks
“how” and “what” students can learn in their interaction with others as well as an explo-
rative framework for examining the research on such materials.
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Ⅰ．研究背景
子どもたちは体育の時間になると、何か

に誘い込まれるように活き活きとした表情
で校庭に走っていく。早く体を動かしたい
衝動を抑えきれずに校庭を駆け回り、どん
なことをするのか「ワクワク」しながら授業
を待っている。

しかし、実際の授業の中では「意欲はある
のに何もできない」、「何をすればいいのか
分からない」といった姿の子を目にする。

「運動ができる子」や「挑戦したい」という
ポジティブな子が意欲的に授業に取り組ん
でいる反面、「やってもできない」、「運動が
好きなのに体育が苦手」という子は、自然と
目の前に「不安」の壁を作ってしまう。誰に
も自分の思いを伝えられず「どうせできな
い」、「やりたくない」というネガティブな考
えから、次第に体育が好きな子と嫌いな子
の二極化現象が生まれてくると考えられ
る。これは子どもたちが運動をする価値や
意味を見失っているのではないか。

このことから嘉戸（2001）は、小・中学校
体育の好き、嫌いの大きな条件は運動種目
に関わっているとし、「楽しさ経験の少な
さ」を例に中学に進むにつれ増える体育の
二極化問題を述べている。

課題として子どもたちが「できる」、「好き
な運動種目の幅（レパートリー）を広げる」、

「子どもの好み（欲求）に応じた運動の特性
を生かした学習過程の工夫による楽しさ経
験の拡大」、「運動への欲求不満の解消」等が
あげられた。また、体育の得意・不得意な子
との関係から不得意な子がプラスになるよ
うに学習指導の場を調整することが必要と
されている。

生涯スポーツへのスタートラインに立つ
学校期において、学習者の目線で授業をデ
ザインし、一人ひとりの子どもたちが求め、
期待している体育授業を追求していくこと
が、学校体育には今求められているのでは

ないか。主体的に他者や運動と「かかわり」、
「今もっている力」で運動に取組み、共に「学
び合う」関係こそが、運動の価値や意味を創
造していくことに繋がると考える。

学校教育で求められるの体育の役割は、
変化が激しく、将来の予測しにくい時代で
あっても、自ら学ぶ意味や価値を見出し、未
来を創造する「生きる力」を高め、深める子
どもたちを育くむことであろう。

Ⅱ．研究目的
近年「学び合い」や「関わり合い」という

文言が多くみられるようになってきた。こ
れは「できた」、「学習した」の評価基準を満
たしたか否かを判定した、教師中心の行動
主義の学習観から、自己の置かれた状況下
で能動的に学ぶ価値や意味を見出し、社会
的文脈と関わり合う社会構成主義の学習観
の転換が影響している。

体育の現状では「運動への楽しさや喜び
経験の不足」、「体力低下問題」、「運動の二極
化現象」などの問題があげられている。この
原因は学校期における体育授業の取組みが
大きく影響している。体育で「学ぶ」意味や
価値を主体的に見出すことは、生涯スポー
ツの理念に沿った豊かなスポーツライフを
志向した「楽しく明るい生活」という体育科
の究極的な目標の実現へと繋がっていくと
考える。

体育授業における教師の役割は、一方的
な教え込みによる行動主義の学習観ではな
く、自ら「他者」や「モノ」と関わる、能動
的な社会構成主義の学習観に立つ授業づく
りが求められるだろう。

本研究は、小学校児童を対象に運動の価
値や意味を創造し、児童一人ひとりが主体
的に「学び」を目指した体育授業づくりを目
的とした。児童たちが運動に期待し、求めて
いることを最大限に生かす手だてを授業の
構想及び実践を通してデザインしていく。
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ここでの主体的「学び」とは、表面上の受動
的な「詰め込み型の学び」とは違い、他者や
モノ、環境や状況との「かかわり」を大事に
し、互いが切磋琢磨しながら学び合うこと
で得た「学び」を、「新しいものへ展開する
学び」である。これは、学んだ知識や経験を
踏まえ「新しい自分との出会い」でもあり、

「学ぶ」意味や価値を能動的に見出し、自己
の可能性を広げていくことで生活を豊か
なものへと繋げてほしいという願いがあ
る。

教育目標の「知育・徳育・体育」を育む上
での体育科の役割は、運動の特性に触れる
ことを出発点に、状況から「学び」、互恵的
な「かかわり合い」から自らの学習プロセス
を振り返り、次に活用していく力を育むこ
とではないだろうか。

本研究は「学び」論者の佐藤学、佐伯胖の
「学び」の考え方を中心に、いま求められる
社会構成主義の考え、及び社会構成主義に
共通する「楽しい体育」の考えを取入れた
主体的「学び」を目指す体育授業づくりで
ある。

Ⅲ．「学び」とは
１．佐藤学の学び

佐藤学は「学び」の活動を「意味と人の関
係の編み直し（retexturing relations）」と定
義し、「対象世界の意味を構成する活動であ
り、自己の輪郭したかたちづくる活動であ
り、他者との関係を紡ぎあげる活動」と述べ
ている。

また佐藤（1997）は「学びはモノ（教材あ
るいは対象世界）と対話し、他者の考えや意
見と対話し、自分自身の考えや意見と対話
する実践」であり、その意味で「認知的（文
化的）実践であるとともに対人的（社会的）
実践であり、同時に自己のあり方を探求す
る実存的（倫理的）実践」と述べる。佐藤は
この 3 つの関係を「世界づくり」と「仲間づ

くり」と「自分探し」を「学びの三位一体論」
とし、「学び」をモノ（対象世界）と他者と
自分との対話的実践と定義する。
２．佐伯胖の学び

佐伯（1995）は学びを「文化的実践への参
加」と定義し、「より広い世界へ向けて、よ
り根源的なところに立ち返りつつ、文化に
おける意味世界の吟味、享受、再構築の共同
的実践に参加していくこと」と定義する。学
習を知識の一方的な獲得過程とするのでは
なく、文化的実践への参加（社会や文化の共
同体との関わり）とし、関わることを「参加」
することだと述べ、新たな文化の創造者
としての世界と関わることの重要性を述べ
る。

学習は「自分探し」であり、なぜ学習して
いるのか分からない学習は、「学べない人
間」を育ててしまうと述べる。表面的には身
についているが中身にぽっかりと穴が空い
ているため、いつかは「自分を育てる」こと
の「学び」ができなくなり、行き詰まる。こ
のことから、実際に学習に参加することを
前提に様々な人のナマの声、ナマの姿に直
接触れさせ、子どもたちに「なってみたい自
分」を探させることが求められる。

佐伯の学びに対する考えは、文化的実践
に参加することで他者と共に学び、自ら「な
りたい自分」を見つけ、強制的でなく「能動
的」に学ぶ意味を見出していくとまとめら
れる。

Ⅳ．学習観の変遷
１．行動主義的学習観

行動主義は二十世紀に生まれ、世界を推
進する国々では産業主義社会が形成されて
いた。第二次産業の発展に寄与した「テーラ
ー・システム」は、科学的に統制した流れ作
業で、効率的で大量生産を可能にしていた。
教育学者のボビットはテーラーの「科学的
経営の原理」（1911）をそのまま援用し、カ
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リキュラムと授業と学びの過程を科学的に
統制する方式を提唱し、「テーラー・システ
ム」を学校教育に取込んでいった。ここでは

「学校は工場であり、校長は工場長、教師は
作業員、子どもは原料、卒業生は製品」とさ
れていた。

だが、効率性を重視した行動主義の考え
には批判が生じる。教師主導で、系統的に配
置された知識や技能を伝達したり測定した
りすることで、学習者は「どう感じたか」「何
を思ったのか」という考えを無視され、学習
者が受動的で機械のような扱いであったか
らだ。さらに、他者とのかかわり合いや個人
の経験や考え方を排除していた。

90 年代以降のポスト産業主義社会（知識
基盤社会）への移行では、情報化や国際化、
少子高齢化、環境問題、格差問題等、体育に
おいては余暇時間の増大、運動する人とし
ない人の二極化が問題視された。これらの
課題を解決していくために、これまでの埋
め込み型の知識では解決していくことが困
難であり、生きていくための知識としては
不十分であった。
２．社会構成主義的学習観

構成主義は児童の学習への積極的な参加
の必要性を述べ「教師中心」から「子ども中
心」、「教え」から「学び」へと変換していく
事となる。ここで生まれた心理学的構成主
義は分析単位を「個人」とし、社会的構成主
義は分析単位を「社会的集団や文化」とし、
互いに足りないところを補い合うものであ
る。これらは行動主義の考えを乗り越え、子
ども達自らが積極的に学び、活動へ参加す
ることを示している。

また「発達の最近接領域」理論を唱えたヴ
ィゴツキーは「発達水準には、子どもが自力
で解決可能な水準と大人あるいは集団の援
助や指導によって解決可能な水準（最近接
領域）がある」と述べ、よりよく学ぶために
は、他者の存在が必要不可欠であると断言

している。さらに、エンゲストロームは集団
的活動理念を展開した。「主体（ヒト）・道具

（モノ）・対象（コト）」の側面と「共同体」へ
向けられた側面の相互作用が新たな「活動」
を生み出し、学びは「道具」と「共同体」に
より媒介され表出されることを論じた。

梅澤は「多様な他者とのコミュニケーシ
ョンの必要性」、「客観的到達目標と測定評
価から「ゆるやかな客観性」を有する目標と
教育的鑑識眼による評価」、「教師中心の指
導から、子ども中心の学びが創出される授
業デザイン、実践共同体でのコミュニケー
ションの参加」の必要性を述べる。

行動主義の反省から「いま」求められてい
る知識基盤社会における学習観は、新しい
知の構成・創出、コミュニケーションを重
視しているという点で社会構成主義が合致
していることは間違いないであろう。

Ⅴ．「楽しい体育」
一般的に「楽しい体育」は、「運動の楽し

さを求め、楽しく運動の学習が進むように
組織される体育」である。佐伯（2006）は「正
確には、それぞれの運動に備わっている行
う者にとっての意味や価値の学習を重視
し、それを中心に授業を組織し、実践する体
育」と解釈している。「行う者の立場からと
らえられる運動の意味や価値は、行う者の
欲求あるいは必要を充足するその運動の機
能に求められるが、そのような機能を持っ
た運動の学習。特に、欲求の充足は一般的に

「楽しい経験」とされる」と述べる。
運動を「楽しむ」とは、ときには涙顔にな

って技能の獲得を目指し苦しい練習に耐え
るということも含まれる。ときに、ゲラゲラ
と笑い声を上げるということも含まれてい
る。また、試合に負けてくやしかったり、思
わず大げんかになったり、あるいは失敗し
て転んでしまったということももちろん含
まれている。
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これらのことから、運動に関わることに
よって生じる楽しさ・嬉しさ・苦しさ・悔
しさ、様々な現象に出会う事こそが「楽し
む」という 1 つの豊かな文化活動であり、こ
れからの学校体育には欠かせない。

これらの事から「楽しい体育」の「運動を
楽しむ」という考えは、運動の楽しさを「与
える」ものでも、漠然とした一般的な楽しさ
経験を「させる」ものでもない。学習者自ら
が、運動の楽しさを求め、獲得し、その過程
の中での工夫や努力、ときには失敗や悔し
さ経験も含まれる。これらを含んだ運動自
体の「楽しさ」を求めさせる学習が「楽しい
体育」の基本的な性格である。

Ⅵ．授業デザイン
佐藤学、佐伯胖の「学び」の考えにある、

授業に参加する中で自己（私）・他者（仲
間）・モノ（教材あるいは対象世界）とかか
わり合う中で「新しい自分との出会い」体験
による「学び合う場」を積極的に取入れた場
づくり。自らが意味を求め「学ぶ」社会構成
主義の考え方から、互いに足りないところ
を補い合い、行動主義の考えを乗り越え、児
童自らが積極的に活動へ参加するというヴ
ィゴツキーの「発達の最近接領域」の理論や
エンゲストロームの活動理念を軸に授業を
構成した。

さらに構成主義に共通する「楽しい体育」
の考え方から、「プレイ論」による意欲的に
取組むための「できる/できない」の過程を
楽しむフロー体験や、運動世界に導く「モ
ノ」や「道具」による工夫から「もっとこう
したい」という運動に自発的に取組むデザ
インを工夫した。本実践は他者やモノ、コト
との「かかわり」による誘いから生じる、発
生的特性から意欲を高め、学ぶ喜びを引き
起こす授業デザインである。

Ⅶ．【分析方法】
本研究では M 県にある I 小学校 1 学年

65 名、2 学年 124 名，計 189 名に協力を依頼
し、「自己-他者-モノ」との「かかわり」から、
楽しさによる主体性を育み、仲間と共に「学
ぶ」意味や価値を見出す楽しい体育授業デ
ザイン（「宝探しゲーム」：鬼遊び）を考案し
た。

ビデオカメラ計 4 台による映像機器を用
いた映像分析を行い、児童たちのナマの声
や、実践に取組んでいる表情や行動等を
様々な角度から収めた。更に、各グループご
とに授業内の「作戦タイム」、「振り返り」の
場面を客観的な視点からまとめた「エピソ
ード記述」を実施した。分析方法は以下の 3
つの手法で行った。
1.1. エピソード記述

児童たちのありのままの姿を客観的に考
察することで、観察者の感情や価値観を全
面に取り入れた没個性的な主観を捨象す
る。しかし、客観的な事実のみをただ記入す
るのではなく、観察者の思いや気づき、実際
の場の雰囲気をよりリアルに掲示した。

児童たちのより細かな表情や行動、発言
を記録に残し、「学び」を偶発させる要因を

「本授業のデザイン」と「かかわり合い」の
関係から考察していく。

尚、エピソード内に登場する児童たちの
名前はすべて仮名とした。
2．インタビュー調査

代表児童数名及び、各クラスの担任（計 6
名）より、時間の許す限り本授業についての

「インタビュー調査」を実施した。
担任による「インタビュー調査」では、本

授業デザインについての感想や意見等を聴
取する他、児童たちの授業に取組む姿がど
のように映っていたのかの「気づき」を、担
任目線から聴取した。
3．アンケート調査

授業終了後には簡易な「選択式アンケー
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ト」、「自由記述式アンケート」調査を実施。
自由記述の感想から、児童たちが本授業に
どのような感想を抱いたのかを「授業の難
易度」、「仲間の必要性」、「授業での学び」の
3 項目からまとめた。

これらの結果から、児童たちが本授業デ
ザインでの運動の機能的特性に十分に触
れ、「今もっている力」や「工夫した力」で
取組めていたか、他者や運動との「かかわり
合い」から「学び」を誘発するデザインであ
ったか、本授業づくりの考察をまとめる。

Ⅷ．結果
１．エピソード記述

1 学年 2 クラス、2 学年 4 クラスそれぞれ
の「学び合い」の場を映像機器から分析を行
った。ゲームについての作戦を真剣に話し
合うグループ、仲間に点を取らせるために
思いやりを見せ合うグループ、意地を張り
合うが、最後は一致団結する姿を見せ合う
グループなど、体育の授業の中で児童たち
は運動以外のことを学ぶ姿が見て取れた。

まとまりのあるグループは、「リーダー役
の児童」が必ずおり、リーダーを中心に話し
合いをすることで、「学び合い」の場がスム
ーズに行われていた。他者の考えを「聴き合
う関係」という点が重要で、「聴く」ことで
他者から新たな「考え」や「動き方」を学ぶ
姿が見て取れた。「どういうこと」「なるほ
ど」「あーわかった」など、1 人の疑問を仲
間と共に解決し合うことで、全員が共通理
解を図る姿が見られ、そこから「学ぶ」姿勢
が見られた。自分の気持ちを伝え合うだけ
では学び合いは成立しないだろう。

中には何を話していいのか分からないグ
ループも存在する。そこでは教師の存在が
非常に重要であり、児童の話し合いを方向
づけ導いていく必要性が推察された。
２．担任インタビュー

6 名の教員から「本授業デザイン」につい

て、児童の授業に取組んでいる様子からの
「気づき」を聴取した。

授業デザインについて、「足が遅いからと
いって目立たないデザイン」、「運動が苦手
な子ども達もすごく運動量があった」、「つ
かまっても途中から何度も挑戦できる工夫
が、生き生きと活動させていた」、「勝敗のみ
にこだわるのではなく、友達の頑張ってい
るところに目を向けられる流れになってい
た」、「お宝という子どもの心をくすぐるア
イテムがよかった」、「インベーダーゲーム
から宝探しゲームへの連続性が子どもたち
にも分かりやすかった」、『話し合いで「～ち
ゃんがゴールするにはどうしたらいいんだ
ろうね」という話し合いをしていた。回数を
重ねれば「個人プレイ」から「チームプレイ」
になっていくと思う』という教員からの授
業評価をいただいた。

他にも、「小道具が多少必要」という意見
や、「コートを少し狭くすることで、自分の
中で「こう動こう」とか、作戦が立てられる」
という意見や、「体育館など声が響く場所だ
とアドバイスも聞きやすい」という改善点
があげられた。
a．選択式アンケート　

計 189 名から回収したアンケートの結果
から、本授業の難易度について 1 学年では

「簡単」と回答した児童が 47 名（72.3％）、協
力することが大切と回答した人数は 60 名

（92.3.％）、「学び」があったと回答した児童
33 名（50.8％）であった。（表 1）
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表１．



2 学年では「簡単」と回答した児童が 80
名（64.5％）、協力することが大切と回答し
た人数は 107 名（86.3％）、「学び」があった
と回答した児童 73 名（58.9％）という回答
であった。（表 2）

b．自由記述式アンケート
本実践研究に協力してもらったＳ大学生

3 名と共に、本授業に対して児童がどのよ
うな評価を述べているのかを、自由記述内
の文法を読み取り、①意欲、②目標、③モノ、
④他者、⑤駆け引き、⑥心情、⑦作戦、⑧達
成、⑨発見、⑩悔しさ、⑪困難、⑫成長、の
計 12 項目のカテゴリーに群分けをし、振り
分けた。（表 3）尚、本授業を行った児童の
感想で 1 年生から 210 件、2 年生から 389
件のデータを抽出した。　

1・2 学年の共通したものに「～君のよう
に上手くなりたい」、「次は～をやってみた
い/できるようになりたい」、「またやりた
い」という「目標」や「意欲」の面が挙げら
れた。1 学年では授業内での相手との「駆け

引き」に関する記述が比較的に多かった。
2 学年は「宝島（バリアゾーン）」や「ル

ビー/ボール」などの「モノ」に対する記述
や、仲間や相手の考え方、動き方に「あこが
れ/気づき」があり「他者」とのやり取り、変
化する状況に「面白さ」を感じている事が自
由記述内で述べられていた。

他者に関する記述として、「みんなで力を
合わせれば負けない」、「友達のすごいとこ
ろを発見した」、「～君みたいな作戦を立て
たい」等の仲間の考えや動き方に「気づき」
があった児童が多く挙げられた。

授業評価から、主に「楽しかったからもっ
とやりたい」という意欲の面や「次はもっと
お宝を沢山取る、つかまらないようにする」
という目標に関する記述が上位を占めてい
た。2 学年は「チームプレー」に対する記述
が多かったことから、「他者」への影響がや
や高かったことが読み取れる。それと比べ、
1 学年は「個人プレー」の面に対する記述が
多いことから、「他者」へ影響が低いことが
集計から読み取れた。

Ⅸ．考察
主体的「学び」を目指す授業づくりには以

下の点が重要であることが検討された。
１．「聴き合う関係」

運動や仲間と「かかわり合う」場面を積極
的に取入れる事で、他者からの「学び」が自
己の疑問を解決する他、「次の目標」や「な
りたい自分への憧れ」に繋がることがアン
ケート、映像分析から期待された。
２．「リーダー役の存在」

チーム内に中心人物がいることで、低学
年でも話し合いをスムーズに進められるこ
とが担任インタビュー、映像分析より期待
された。教師の存在が不可欠で、積極的に

「学び」の場に参加し、児童たちの考えを読
み取り、導く事で「学び」を促進させる事が
期待される。

児童の主体的「学び」を目指した体育科授業づくり
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３．「教師の授業デザイン」
自己‐他者、モノやルール、状況等が相互

に関わり合う事が「学び」を誘う要因に深く
かかわっている。児童と共に実践と検証を
繰り返した探究的な取組みが教師の役割と
して求められる。

本実践でのデザインは主体的に「学び」を
目指す要素は見られたものの、データの量
的質的問題から不足する点が多く、本研究
を足掛かりとした単元構成を再度計画する
こと、さらに十分な回数を重ねた児童の変
容を見取ることが今後の課題である。
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